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太農フェソタニル麻酔,拍動流体外循環亨術後の馴瀧護

療法等の実施により,肝不全を生じることな(圃擬し紅

進行した慢性肝衆やその終末像である好打硬変を食酢した

患者は従来開心術の適応外と考えられてきたがq周衡期

の管理の遊歩かこより今後この様な症例は増加することが

予想される,麻酔管理上は肝うっ血の防止と血流の経絡

が塵資であろう,

6)右矧凝腫療血栓を併う腎腫療摘出術の麻
酔経験

佐藤 祐次雄 谷 鮒 滝 措 鰯 院)君川 正昭

全身倦怠感,右深部着轟を主訴とする60才の男性が,精

査の結果∴㌢爪太静脈及びお顔内に経療血栓を伴う腎悪性

鷹慶と診断されず全摘拙衝が予定された,笑気,-ロセ

ン麻酔下をこ肝と石野を離解Lた事大二鼠フェソタこル麻酔

をこ変更した後,体外循環を開始し 解離温｡2位℃の低体温

を得て予循環遮断とし,下大静脈,お顔内の彪栓の禰班

を行なった.腎門部より千一万の下大静脈に｣進展した瞳慶

血栓症は取りきれずき全摘出は断念し,手術を終アした.

軽い腎機能障害は残したが,肝機能,神経機能に輿常は

残さなかった.肺動脈圧と呼気炭酸ガス濃度をモニタ-

し,肝と腎の静脈還流路を確保する事がず術後合併症の

予防をこ蚤費と思われた｡
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漏斗胸患者のラヴィしプチの手術をこおいて術中心室性不

整脈発整準と術後畢覇の呼吸機能障害をこつき,策気8酸

素･･＼i･:-i_てこ麻酔 吉日､･･-＼こ‥†∴麻酔 12何日二笑気･酸

素車ニトレン麻酔 眼下ニトレソ麻酔)36例とで比較検
討し上.

-ロ也ソ群では,術中心室性不整脈発生率がェトレソ

群に対して有意に高かった.不整脈の発生率からぼ漏斗

胸手術の麻酔法としてはエトレソ麻酔が適している｡
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鮪中骨衡後且-2日めをよも較すると,両群とも術前帝術

中は不変,術後で着意に低下Lた.また術中身術後の

㌘汲02//机の2億は両群問をこ差はなかっ紅 術後の肺酸素

化能低下の原因としてぼタ胸部単純写素から,妾に無党
肺予胸水,気胸があげられた▲
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83cc夏を指標とした開頭術の術中術後管理

か野 宿酎 本多 忠幸(髭 謁経病院)清水 裕幸
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紅して開頭術管理を行っている｡術後過換気の為をこ意識

障害を釆たした後頭義窟手術の-症例を報告した.

症例は約歳女性,脳幹部の障害の為,術後重篤な過換

気を釆たし,皮質闘ま障害がないをこも拘らず,脳血流が

減少し意識障害を来たした.低下したCC蒼を上昇させ

る為に,高濃度酸素投与と機械的死腔増加として手段を

.式L1.,//,.

開頭術の術後管理をこぼチ意識レベルの注意深いチェッ

クが必須であり苧麻薬などの窓識レベルをこ変化を来たす

状態の発見のみならず>治療殿効凝判定にも有効であっ
上.

射 当院における虚血性心疾患を督する患露
の麻酔管理について

遠藤
渡辺 登籍:慧照 覧宗嗜 緑 罵病院)

昭和鵬年後fH Rより同年且望月且2日までの約8ケ月間

をこ･当紬こて麻酔管理を受けた且6割例 (開心術症例を険畑

中嘗衡前心電図にて虚血性変化を認めたもの,既往をこ心

願梗塞,狭心症を看するもの,AC-Byp昆SS施行例,お
.∴∴＼､tyrL､,＼.t'TLIti施行後症例訂Tll鮎二一一.~き,J三:/1麻

酔管獲ず転帰について検討を加えた.

診療科として腹部外科症例が趨且例で多く,年齢的をこぼ

且に麻薬を用いた症例が堂麻例の議連%を責め,維持をこぼ

エソフルレソ9-mセリおよび硬膜外麻酔餅済例が多く

認められた.㌘A-かテ-テルは6例をこ挿Åされたのみでき

約半数の症例において,惑硝酸薬の接客がなされていた.
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Wラ胸部太動脈痛の麻酔経験

渋谷 - 橘 藤 - 滝 義援 鰯 院)

巌王･こ･''晦浩L-垂輔噛手術10症例に判 ､て.術前代触
解中腎鳳 術後合併症を調査した.

三遷望-75歳の男爵鰍 女望例で,解離性乗数肺癌が8鰍
褒状動脈癖が望例であった.

緊急鮎机､ずれも急性大動脈解離で,振盟粗放ey登型

が竣例手段型が且例であり,術前挿管例2例を含め3例

がシ三才ツタ,壇例が無尿状態であった.麻酔は光義フェ
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1,'1:､リ抹酢て血=:_･Iこいコ･-pILi′:--ト.･7L'1L一 十̀ ,

トリメタファソ,ドパミソ,ドブタミソを用いた･"i塾

十硬日日_-:_-.'J-_血骨闘剛持 f十 pl,.舶乾点̀識甘浩｣1

鰍 呼吸不全3徽 急性腎不全透析慧鰍 蔵渡溶ぬ挽磯

痘浅執 着下肢麻輝通例の魯併症がみ泣)れたこ･

111小児用 L刷描刷 .心｢吊~冊こ賠冊 侶船 上 凧 酔
告理 肯酢il.糾い十卜!L十1回

船形 雅f7-ぐ弁菟橋病院麻酔科j

食道騨l軌;綜 立十ト:､パ昭紳湖骨腫上 し‖卜硬侶虹1∴･

ぼ小児において嘉紅潮こ前肢門脈閉塞症や,党荒性胆道閉

鎖症術後症例で授瀞紺かなさからそ捌転潤が積極的に検

討されているヤ奪拒封我 は々観治約手衡適応のない先天性

胆管低形成の漫才,響き児の食道静脈癖をこ凝する硬化療法

L.さ~､麻酔骨Jt隼雄撒机 .,'･.汗基剤 {上 でこ慌_...一√I--･..

アミソ)注Å挺緩,徐脈と血圧低下を敏じ,全身循環へ

の練武が推測されたdアトロピンの投与後澄屯な綱車懐

したが苧その後覚醒は遅延した.術後望招け闘£肺炎お

血を生じ死亡された.硬化剤による直接き間接的影響が

原因として考えられた.術前肝機能障害の著しい児では

術中,術後の合併症をこ十分留意すべきであろう｡

且望)突然の 打粉2サルコ--シ弐発作を繰り返し
た慢性呼吸本L堂UM 例

悪霊 轄蕊;鷺沼 若齢 宕紺 民病院)

呼吸不全や機息発作の既経もなく予理学的をこ胸部レ線

でも巣鷹所鼠が兇もれないをこもかかわらず甘栗無意識消

紫をきたL手職幹部梗塞と詔等診された慢性呼吸不全患者

を紹介する,頚部懲轍腺癌好転清衡のため入院した38才身

性でき尋常性天機歴でステロイド剤内服の触既往歴に異

常ない.第且図日の孝衡麻酔経過は問題なかった也且カ

月後の畢観葉鷹の意識消失発作を来たLや脳幹都梗塞が

疑われた.人工呼吸に際し異常な気道内圧上界を示し

人工呼吸後数分で意識の回復をみたことより,嘱患発作

をこよるCO2ナルコ-シスと考えられたが予理学的所見

をこ乏しく内科医は否定的であった.第2回目の手術中をごh

はず呼吸管理に難渋し高炭素ガス血症を釆たした.そ殿

緩.し1川-I)上診断さ畑-LJf-こい:.転fp上目7.1'/,/立 直':･LIユ了1

発作をコソトロ--ルできず,死亡した.

漫諾う術後骨心室性頻拍を来した頓辞等延品症候
㍗ト■･1閏

漂盤 …山藍凍 村 義 昭 給 鰯 院)

症例を経験したので擁祭するや症例は,郁才女-性.主訴

言持〔[!:i.裾証 し狛′目許.木酢汁∴甘汗閏hli:3.:}{仁 (_i.･()

-】∴ ー''∴ 二麻酔-∴ 冊帖吊~･1畑も.里 L満目∴T(ll'

で 喝Teの鮭轟が鬼琵)わ,遇伝性砂二次性の原因なく苧

鮭段があるためき掌術式至､レス等をこよりWdPを起こL

たと考えられる呼

息射 轟州蓬三酸素療法後著明な気胸を生じた症例

渡辺 踊 場 瑚 慧宗 (雷締 伽 院)舟体 情･LLllJ

鎖骨下静脈穿刺後方胸部X線で気胸が認められなか--～

た紅もかかわらずさ高圧酸素療法 (最下 OHPと略)釣

減圧時毒′こ著明な気胸を生じた症例を経験したs

結腸癌末期患者をこ併発した麻賭性イレウスに対し扮貫首㌘

-/i,･弛i].1神目膵､川Il';I.Irk_.J!守､粁静至距来it.:tl11㌦J:立i-〔Li

骨下静脈穿刺が試行されたが,胸部X線等轟をごて湧箪常は

減圧時をこ強い胸痛と呼吸困難を訴え号胸部貰線で著明な

気胸が確認されjJp.紛著書㌘施行前には篤胸の臨床所見は

なかったことより亨本例をこおをノやる気胸鍔)発生闘志予0HP

の減圧にHよる影響が開§こした可能性が考えられた.鎖骨

床所鬼が鼠に)れノなくとも窺胸合併の可能性につき充酎こ

留意する必要がある.
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E新潟大学麻酔亭射

( 同 救急部3

第謂例;39歳男性pステロイド投与により治療きれて

いたが,濠症犠息発作出現.呼吸困難を主訴とし救急部

入室せ第2例;趨且歳女性.昭和52年,輿ポリ--プ摘栂後ア
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